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研究成果の概要（和文）：英、仏、米国、オーストラリアでのエネルギー環境教育調査により独

立教科はないが、ESD として積極的に取り組んでいた。日本国内のエネルギー環境教育実践校

のデータベース研究により意思決定の教育実践は少なかった。理工学系、教科教育等の多様な

研究分担者等によりエネルギー環境リテラシー育成のカリキュラム構築の基本的枠組が、次の

2 点の合意形成を得た。エネルギー環境リテラシー育成のカリキュラムフレームワークの目標

と内容の二次元マトリックスと重層構造図である。 
研究成果の概要（英文）： 
We clarified based on surveyed Great Britain, French, Austria and U.S.A in terms of energy 
and environmental education that they have not single subject but they emphasized teaching 
contents focused on ESD. Teaching practice of energy and environmental education in our 
country were stressed experiments based on laboratory, but we did not almost find decision 
making in teaching practice around country based on database. We as scientists, technology, 
and each subjects educator meet together and talked about anytime what constructed 
development of curriculum framework for development of energy and environment literacy. 
Then, we get consensus-building that consist of two dimension curriculum framework such 
as objectives and discipline (or school subjects), and a stratified structure for 
development of energy and environment literacy. Then we develop prospect for teaching 
practice of energy and environment literacy in our country.      
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１．研究開始当初の背景 
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1990’s)、Roth(1996; Bebchmarks on the Way 

to Environmental Literacy K-12)等が挙げ

られるが、日本では殆どみられない。他方、

エネルギー教育に力点を置いたカリキュラ

ム開発事例としては、米国の全米レベルでは

NEED(全米エネルギー教育開発)プロジェク

トが唯一である。これまでに長洲らの筑波大

学エネルギー教育研究会がこれらの中等学

校段階のカリキュラム教材を翻訳出版して

い る ( 「 ア メ リ カ の エ ネ ル ギ ー 教 育

“NEEDProject” ①〜⑤」；2005〜2006,エネ

ルギー環境教育情報センター)。そこでは以

下に述べる全米科学教育スタンダードとの

密接な関連がなされていることより、科学リ

テラシーに基づいているが、エネルギー環境

リテラシー概念は不明確である。 

他方、欧州の EU 主要国のエネルギー教育

に関して、政府機関や学校を訪問して実態調

査報告として、分担者の山下宏文が代表を務

める京都エネルギー教育研究会による「ドイ

ツ・デンマーク視察報告 2006」、この訪問調

査に同行した橋場隆による「ドイツのエネル

ギー環境教育の状況」（INSS Journal 13：

37-63. 原子力安全システム研究所発行）が

ある。その結果、これらのいずれの国でもエ

ネルギー環境に関する特別な教科科目はな

く、主に科学、或いは特にドイツでの初等教

育段階の Sachunterricht（事実教授）で教育

されている。しかし、現時点ではエネルギー

環境リテラシーの観点に基づくエネルギー

環境教育の内実は殆ど解明されていない。 

他方、本研究代表者の長洲はこれまで理科

教育学の視点より米国の科学リテラシー論

について継続的に研究を進めてきた。それは

「新しい科学リテラシー論に基づく科学教

育改革の基礎研究」（研究代表者 長洲南海

男；課題番号 12680166 科学研究費 基盤

研究(C)一般(1) 2000〜2001年度成果報告書）

と「高度科学・技術観及び科学リテラシー論

解明に基づく新しい科学教育の展開 」（研究

代表者 長洲南海男；課題番号 14580179 科

学研究費 基盤研究(C)一般(1) 2002〜2004

年度成果報告書）である。これらにおいて、

全米科学教育スタンダード（2001 年、長洲監

訳、熊野他訳、梓出版社）や AAAS(アメリカ

科学振興協会)のプロジェクト 2061等の分析

より、新しい科学リテラシー論は科学教育に

おける新しい科学・技術・社会観に基づいて

おり、この新しい科学リテラシーの概念は科

学的な概念、知識の理解と探究能力獲得のみ

ならず、科学・技術・社会に相互関連した問

題やイシューズに対して総合的判断思考に

より何らかの意思決定し個人的、社会的行動

化を図ると捉えることであることを明らか

にした。長洲はこの観点よりエネルギー環境

教育に焦点化して 2002 年度より 2005 年度ま

で、前職の筑波大学で、エネルギー教育拠点

大学の一つとして取り組んできた（2005,長

洲；「エネルギー教育の体系化と教育ステム

の構築」エネルギー教育調査普及事業最終報

告書）。これらの新しい科学リテラシー論に

基づく実践的な研究活動により、解明の必要

性の必須課題はエネルギー環境リテラシー

の概念の明確化に基づくエネルギー環境教

育の体系化の必要性を明らかにした（長洲編

著.「新しく切り開く理科教育」東洋館.2006）。 
 ６年前より始まった資源ネルギー庁支援
事業「エネルギー教育調査普及事業」により
３年間のプロジェクトのエネルギー教育拠
点大学が全国で延べ 35 大学がエネルギー拠
点大学に選定され、またエネルギー教育実践
校としてこれまで全国の小中高校で合計で
約 240 校が選定され、エネルギー環境教育の
実践的な取り組みが理科、社会、技術科、家
庭科、総合的学習の時間で活発になされてい
る。本研究の他大学の各分担者はこれら主な
エネルギー教育拠点大学の代表者であり、
「日本エネルギー環境教育学会」創立以来の
会員で代表者とはこれまで密なる相互連絡
を行ってきており、これまでの密なる意見交
換の積み重ねにより本研究目的に至った。現
在進行中の次期学習指導要領ではエネルギ
ー環境教育が強調されている点についても
共通理解がある 
 
２．研究の目的 
 第一はこれまで積極的にエネルギー環境教

育の教育実践に取り組んできた教育学系（主

に教員養成系の理科教育学、社会科教育学、

技術科・家庭科教育学等も含めた教科教育

学）、理工学系や環境科学系の各専門分野の

各分担者が、カリキュラム作成の基本的枠組

みとなるエネルギー環境リテラシー概念、エ

ネルギー環境教育の基本概念および体系化

に関して合意形成を図る。 

 第二は海外調査で、主に欧州の英仏及びオ

ーストラリアそれに米国におけるエネルギ

ー環境リテラシーを主にしたエネルギー環

境教育の実態調査をそれまでの先行研究結

果と比較しながら行い、併せて日本の特色あ

る本研究の取り組みの情報発信、意見交換す

る。 

 第三が上記海外調査と連動しながら具体

的な作業グループ（W.G.）を立ち上げ、一つ

がこれまでに研究者、実践家、企業等で開発

されている様々なエネルギー環境教育に関

する教材類の収集分析を基に、データコンテ



ンツ化する。二つはエネルギー環境リテラシ

ー概念の基礎となる、科学リテラシー、技術

リテラシー、環境リテラシー等各教科教育に

おけるリテラシー概念に関する情報収集分

析する。 

第四はエネルギー環境教育カリキュラム

案の作成に関する基本的枠組みの合意形成

を行い、エネルギー環境問題とイシューズに

対して総合的判断思考に基づく意思決定、行

動ができる人間の育成を図るエネルギー環

境リテラシーに基づいたエネルギー環境教

育カリキュラムの基本的なフレームワーク

を作成する。以上の目的の研究成果を、最終

報告書として作成する。 
 
３．研究の方法 
 第一は海外（英米仏、オーストラリア）に
おけるエネルギー環境教育の実態調査。第二
はそれら調査権と比較しながら、理工学系、
教育系（理科教育、社会科教育、家庭科教育、
技術科教育など）の多分野の研究分担者およ
び研究協力者の学校教員との密接および活
発なコミュニケーションによりエネルギー
環境教育の主に意思決定に関する実践のデ
ーターベースを構築する。第四はエネルギー
環境リテラシー概念の合意形成を図る。第五
はこの合意形成に基づき、さらに密接なコミ
ュニケーションによる多分野からの分析に
よりエネルギー環境リテラシー育成のカリ
キュラムフレームワークの基本的枠組みの
構築を図る。 
 
４．研究成果 
 第一は英仏米およびオーストラリアの海
外調査により、学校の教科として「エネルギ
ー環境科」のような独立の教科はないが、科
学、社会科、技術科、家庭科のような関連科
目の中で、或いはこれらを気候変動と関連化
して、持続的発展をキーワードとして ESD(持
続的発展のための教育）の一環として積極的
に教育内容に取り組んでいる。欧州は EU の
枠組みで、特に大学学部以上のレベルでの原
子力教育とトレーニングに多面的な分野と
関連させながらエネルギー環境に関した問
題やイシューズに対する意思決定の教育に
積極的に取り組んでいる事が判明した。 
 第二は日本国内でのエネルギー環境教育
実践校ではエネルギー環境に関した具体的
な実験教材等の授業実践はかなりあるが、意
思決定に焦点化した実践は技術科教育でな
されているのが特徴的であった。 
 第三は理工学系、教育系の多分野の研究者
により以下の合意形成がなされたが、このこ
とはこれまで明らかにされてこなかったも
ので、日本のみならず、世界的も唯一独創的
な成果と見なせる。このエネルギー環境リテ

ラシー育成のカリキュラムフレームワーク
の目標と内容の二次元マトリックスとして
示される。縦軸は教育目標として、以下の５
つに分類できる。（１）興味、関心、気付き
（喚起）、（２）知識、概念（３）技能、基礎
的スキル、操作的スキル（４）思考、判断、
表現、高次思考（５）意思決定、価値付け、
態度、行動である。横軸は学問分野とそれに
対応する教科等であり、大きく（１）自然科
学（数学、物理学、化学、生物学、地球科学
／宇宙科学、医学）、（２）工学、農学、生活
科学（機械、電気電子、土木、建築、材料、
プロセス、安全工学）原子力工学）、農学（農
学、農芸化学、森林、水産、農業経済、農業
工学、畜産・獣医、境界農学）、栄養学、エ
ネルギー額、医学、医療技術等、（３）社会
科学、人文科学（法学、政治学（政治科学）、
経済学、エネルギー経済学、環境経済学、環
境倫理学、経営学、哲学、文学、史学、言語
学等、（４）マルチ／インターディスプリン
（情報学、倫理学、芸術等）これらに対応す
る教科として（１）が算数、数学、理科、（２）
が技術・家庭科、家庭科、保健体育、（３）
が国語、社会科、地理歴史、公民、経済、外
国語、（４）総合的学習の時間、道徳、教科
外活動、図工、芸術、情報と見なせる。これ
ら 2次元マトリックスのなかで、特に教育内
容に該当する知識・概念に焦点化して上記四
つの学問分野がどのように関連し合うかを
明らかにするためにエネルギー環境リテラ
シー育成のカリキュラムフレームワーク重
層構造図として作成した。これらを明らかに
できたことにより、複合的、総合的なエネル
ギー環境教育の実践の指針として活用が期
待出来る。 
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